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研究成果の概要（和文）：北方からの各種節足動物媒介感染症の国内への侵入の可能性を調査した。対象国とし
てモンゴルでの疫学調査を行った結果、モンゴルの馬におけるGetahウイルス感染の検出、モンゴルのマダニか
らダニ媒介脳炎ウイルスの検出とWad Medaniウイルスの分離に成功した。更に、渡り鳥に咬着したマダニの調査
により、Kemerovoウイルス、Mukoウイルス、Mukawaウイルス、Borrelia gariniiとB. bavariensisの分離、検出
に成功した。詳細な解析により、これら節足動物媒介感染症は渡り鳥についたマダニにより国内に伝播される可
能性が証明された。

研究成果の概要（英文）：In this project, we examined the possility of arthropod-borne pathogens to 
be carried to Japan. In Mongol, many horses were infected with mosquito-borne Getah virus and 
tick-borne encephalitis virus and Wad Medani virus were detected from ticks. In surveillance of 
tick-borne pathogens in ticks fed on migratory birds in Japan, several tick-borne zoonotic 
pathogens, Kemerovo virus、Muko virus, Mukawa virus, Borrelia garinii and B. bavariensis, were 
detected. Phylogenetic analysis indicated that these tick-borne pathogens might be transferred to 
Japan by ticks fed on migratory birds. 

研究分野： 人獣共通感染症

キーワード： 節足動物媒介感染症　人獣共通感染症　日本脳炎ウイルス　Getahウイルス　ダニ媒介脳炎ウイルス　ラ
イム病　渡り鳥　Yamaguchiウイルス

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究成果により、海外から渡り鳥に咬着したマダニにより節足動物媒介感染症が侵入していることが示唆され
た。感染症の侵入経路として、渡り鳥による病原体保有マダニも考慮して対策を行う必要性が強く示唆された。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

 

日本への新興・再興感染症の侵入は、南方あるいは北方、そして朝鮮半島を経由したベクター、

渡り鳥等による持ち込みなどが挙げられる。南方からの侵入に関しては、マラリアやデング熱な

どを中心に積極的に調査されているが、北方や朝鮮半島を経由した侵入に関しては、鳥インフル

エンザを中心とした調査が行われているものの、節足動物媒介感染症に関する対策はほとんど為

されていない。地球規模での気候変動に伴い、これまで注目されてきた南方からの侵入経路以外

に、広視野的な調査・対策が急務である。そこで本研究では、既に研究協力体制の確立が進めら

れているモンゴルを北アジアにおける拠点とし、日本国内の調査結果と比較検討することにより、

北アジアからの節足動物媒介感染症の侵入の脅威を明らかにする。 

 

２．研究の目的 

2012年、申請者らはマダニ媒介性の重症熱性血小板減少症候群(SFTS)ウイルスを国内で最初に

発見した。今年、蚊媒介性のデング熱ウイルスが国内に侵入し、節足動物媒介性感染症の脅威が

改めて高まっている。これら感染症の海外からの侵入経路としてマダニや蚊などの節足動物（ベ

クター）、ならびに渡り鳥とヒトによる持ち込みが挙げられる。本研究は、従来手薄であった北

アジアからの節足動物媒介性感染症の侵入の可能性に関する科学的知見を得る事を目的とする。

具体的には、北アジアの拠点として研究協力体制が整っているモンゴルにおける節足動物媒介性

感染症の調査を実施し、遺伝学的及び疫学的解析手法を用いて国内調査結果と比較する。本研究

により、アジアからの節足動物媒介性感染症の侵入脅威を明らかにする。 

 

３．研究の方法 

【モンゴルにおける各種フラビウイルスの血清疫学調査】 

モンゴルの7県において馬と牛の血清を回収して、日本脳炎ウイルスとLangatウイルスを用いて

ELISA法により抗体保有状況の調査を実施した。 

【モンゴルの馬におけるGetahウイルス感染の調査】 

Getahウイルス感染細胞を抗原としたELISA法により抗体保有状況の調査を実施した。 

【モンゴルのダニにおける節足動物媒介ウイルス保有状況の調査】 

モンゴルのマダニにおける各種節足動物媒介ウイルス保有状況の調査をRT-PCRにより実施した。

調査にはフラビウイルス共通プライマー、ダニ媒介フレボウイルス共通プライマー、ダニ媒介脳

炎ウイルス特異的プライマー、クリミアコンゴ出血熱ウイルス特異的プライマーを用いた。更に

はウイルス分離も試みた。 

【渡り鳥によるマダニ媒介感染症の伝播の可能性】 

山科鳥類研究所の協力を得て渡り鳥の標識調査事業に参加させていただき、渡り鳥に咬着したマ

ダニを捕集した。北海道の浜頓別町、風連湖、新潟の福島潟、長崎の生月島、鹿児島の川内、出

水で調査を実施した。マダニからウイルス分離、フレボウイルス並びにフラビウイルスのプライ

マーを用いたRT-PCR、細菌分離、ライム病検出のためのPCRを実施した。 

【西日本におけるダニ媒介脳炎ウイルスに似たウイルスの蔓延】 

フラビウイルス共通プライマーを用いてイノシシ・シカの血清ならびにマダニからRT-PCRにより

遺伝子検出を試みた。また、Langatウイルスを用いて各種動物の血清の中和試験ならびにELISA

を実施した。 

 

４．研究成果 

【モンゴルにおける各種フラビウイルスの血清疫学調査】 

モンゴルの7県において馬と牛の血清を回収して、日本脳

炎ウイルスとLangatウイルスを用いて抗体保有状況の調

査を実施した。日本脳炎ウイルスを用いることにより、

West Nileウイルスなどの日本脳炎ウイルス血清群の感染

状況、Langatウイルスを用いることにより、ダニ媒介性

脳炎ウイルス（TBEV）血清群の感染状況を調査すること

が可能である。馬においては338頭中13頭(3.8%)が日本脳

炎ウイルス、300頭中9頭(3.0%)がLangatウイルスに対し

て抗体を保有していた。特に、JEVに関してはモンゴル東

部のDornod県で陽性率が高かった(40頭中3頭、7.5%)。牛

においては325頭中13頭(4.0%)が日本脳炎ウイルス、300

頭中4頭(1.3%)がLangatウイルスに対して抗体を保有していた。特に、JEVに関してはモンゴル東

部のDornod県で陽性率が高かった(15頭中6頭、40%)。また、Langatウイルスに関してはモンゴル

中部のBulgan県で陽性率が高かった(18頭中3頭、16％)。これらのことは、モンゴル西部で日本



脳炎ウイルスあるいは近縁ウイルスが存在すること、モンゴル中部にLangatウイルスに似たウイ

ルスが存在することが確認された。 

【モンゴルの馬におけるGetahウイルス感染】 

蚊により媒介され、豚と馬に感染するとともに人に感染することが知られている人獣共通感染症

の原因ウイルスGetahウイルスに対する血清疫学調査を実施した。その結果、270頭中17頭(6.3%)

の馬にGetahウイルス感染が観察された。興味深いことに、モンゴル西部のDornod県とSukhbaatar

県で高い抗体保有率（それぞれ26%と15％）が観察された。 

【モンゴルのダニにおける節足動物媒介ウイルス保有状況の調査】 

モンゴルのマダニにおける各種節足動物媒介ウイルス保有状況の

調査を実施した。その結果、759匹を129プールとして解析を行った

結果、2017年のSelenge県から捕獲されたシェルチェマダニの雌成

ダニ1プールと雄成ダニ1プールからダニ媒介脳炎ウイルスが検出

され、遺伝子解析の結果からもモンゴルで検出されるダニ媒介性脳

炎ウイルスと近縁であることが確認された。BHK-21細胞、Vero細胞、

C6/36細胞を用いてウイルス分離を試み、細胞変性効果が出現する

まで5回盲継代を繰り返した。その結果、2017年にSelenge県で捕集

されたDermacentor nuttalliの雌成ダニよりウイルスが分離された。

IUDR処理、クロロホルム処理により感染性の検討の結果、エンベロ

ープを有しないRNAウイルスであると推測されたが、既知の主要な

マダニ媒介性のウイルスでなかったことから、次世代シークエンス

解析を実施した。その結果、レオウイルス科オルビウイルス属のWad Medaniウイルスに近縁なウ

イルスであることが判明した。Wad Medaniウイルスはアフリカやパキスタンでマダニや生産動物

から検出されているが、エジプトのヒトでの感染は認められないとの報告がある。我々も、国内

の野生ザル26頭の血清を用いて80％プラーク減数試験を実施した結果、10倍希釈の血清で3頭が

陽性であることが確認された。モンゴルだけではなく国内にもWad Medaniウイルスに近縁なウイ

ルスの存在が示唆された。 

【渡り鳥によるマダニ媒介感染症の伝播の可能性】 

鳥のマダニ寄生率は19.7%、寄生された鳥1羽あたり平均

1.9匹が咬着していた。HK-21細胞、Vero細胞、C6/36細胞

を用いてウイルス分離を試み、細胞変性効果が出現するま

で5回盲継代を繰り返した。その結果、Mukoウイルス、

Kemerovoウイルス、未同定ウイルスが分離された。更に

RT-PCRによりMukawaウイルスが検出された。特に興味深い

のは、Kemerovoウイルスはロシアで脳炎患者から分離され

ていること、サルに髄膜炎を起こすことなど、人獣共通

感染症の病原体として注目されるとともに、これまで報

告されている地域が右図に示されているようにロシア、

カザフスタン、エジプトに限られている点である。鳥に

よりマダニ媒介性のKemerovoウイルスがマダニとともに

運ばれてきている事実が明らかとなった。 

 更に、我々はライム病の原因菌であるライム病ボレリ

アの検出を試みた結果、北海道の渡り鳥に寄生した幼ダ

ニ659匹中172匹(26%)にライム病ボレリア菌が感染して

いた。更に、173株の菌分離に成功した。そのうち80%が

B. gariniiで残りがB.bavariensisであった。B. gariniiはヨーロッパで検出例の多いグループ

の株が散見され、ヨーロッパと行き来している可能性が示唆された。更に、B. gariniiと
B.bavariensisともに人の患者から分離されている菌と非常に近縁であった。このことは、鳥に

より運ばれるこれら菌種がヒトに病気を起こしている可能性が強く示唆された。 

 



 

【西日本におけるダニ媒介脳炎ウイルスに似たウイルスの蔓延】 

ダニ媒介性脳炎ウイルス（TBEV）はマダニが媒介
する致死性のフラビウイルス感染症で、その分布
はヨーロッパからロシア・モンゴル、そして日本
の北海道で発生がある。本研究費では国内の本州
以南でのダニ媒介脳炎ウイルス血清群のウイルス
の存在を調査するとともに、フラビウイルス感染
を網羅的に調べる目的で、フラビウイルス共通プ
ライマーを用いてイノシシ・シカの血清ならびに
マダニから遺伝子検出を試みた結果、2 種類の新
規フラビウイルスが検出された。そのうちイノシ
シから検出され、 TBEV に近縁なウイルス
（Yamaguchi ウイルス）に注目して研究を行った。
残念ながら各種試みを行っても Yamaguchi ウイル
スは分離できなかった。そのため、最も近縁な
Langat ウイルスを用いて各種野生動物での感染
状況を調査した。その結果、西日本のイノシシで陽性率が高かった。西日本に TBEV に似た
Yamaguchi ウイルスがイノシシを中心として蔓延していることが明らかとなった。ヒトへのリ
スク等を調べるべきである。 
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